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論文内容要旨
 本論文は,阿武隈山地東縁に位置する常磐炭田石城地区に発達する第三系の層位学的研究を基礎
 とし,さらに,第三系中に発達する断層・節理等のわれめの成因を野外調査および室内実験の両面
 から明らかにする事を目的としたものである。
 本地区に発達している第三系の基盤岩は,古生層・白亜紀層・花崗岩類、および阿武隈変成岩類
 などから構成されている。
 第三系は下位より古第三系始新世～漸新世の白水層群,新第三系中新世～鮮新世に属する湯長谷
 層群・中山層・高久層群・泉層群沿よび山田浜層からなり、これら第三系の地質層序を検討した結
 果,次の様な点が明らかになった。すなわち,
 L第三系最下部の石城層の岩相むよび堆積環境の差をもたらした原因は,ニツ箭・湯の岳両断層が
 第三系堆積前にすでに存在していた事によるもので,両断層を境として北側より,双葉地区・
 石城北部地区・石城南部地区の3つに区分され,それぞれ別個の構造単位をなし,中新世～鮮
 新世の泉層群堆積前まで独自の堆積を行なっていた。
 2.地層の累重関係,褶曲・断層の地層に対する影響などから,高久層群堆積後,泉層群堆積前
 に本地域に造構造運動が生じ,この造構造運動によって褶曲・断層が形成された事が判明した。
 本地域に発達する基盤断層は,阿武隈山地東縁および西縁をそれぞれ境界づけている双葉逆断層
 およひ棚倉破砕帯に平行したNNW-SSE方向のものと,ニツ箭・湯の岳両断層に平行したWN
 W-ESE方向のものとの2方向の断層で,これら2方向の断層で菱形構造を作っていたものと考
 えられる。一方,第三系を切る主要断層の大部分は,泉層群堆積前に形成されたもので,その断層
 面の走向方向によって白坂断層セット(WNW-ESE走向),鳥餌断層セット〔ENE-WSW
 走向),原木田断層セット〔E-W走向),井戸沢断層セット(NNW-SSE走向〕,田場坂断
 層セ・卜(NW-SE走向),湯本断層セット(N-S～NNE-SSW走向)の6つの断層セッ
 トに区分され,白坂,鳥餌,原太田の3つの断層セットに属する主要断層は全体の60%以上を占め,
 井戸沢断層セットに属する主要断層は全体の15%を占めている。白坂,鳥館,原木田断層セットに
 属する断層の多くは連続しており,元来は同一の断層であると考えられるため,第三系を切る断層
 は基盤断層の影響をうけながらも,基盤岩中に発達するWNW-ESE方向の走向を有する断層の
 影響を強くろけて形成されたと考えられる。なむ,第三系を切る主要断層のほとんどは南～南西～
 西側落ちの正断層,双葉・菖蒲作両断層のみは西側落下の逆断層となっている。
 もう一つのわれめである節理の測定は,第三系最下部から最上部までの各層ごとに,1地点にっ
 き無作為的に30～50個測定」そのわれめ面の極の方位をシ∫ミ・卜網(正積球面投影網〕上に投
 影して,そこに現われる投影点の集合の模様を画き,その図型をもって,その地点のわれめ系の状
 態を代表させるという方法を用いた。この方法によって本地域全域を網羅した所,次の様な結果を
 得た。
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 すなわち,第三系白水層群,湯長谷層群,中山層および高久層群に属する各層中に発達する節理
 の方向は共通L.ており,N60。E～N60。WむよぴN30。E～N30。Wの2方向の走向を有する節理
 が各層中で著しく,NE-SWおよひNW～SEの2方向の走向を有する節理は少なし(。この傾向
 性は高久層群上位の泉層群冷よひ山田浜層においても引継がれている。上記の著しい2方向は,第
 三系の基盤岩頚中にむいても薯L、い事より,本地域の第三系中に発達する節理もまた,断層同様,
 第三系基盤岩の構造的支配をうけて形成されたと考えられる。
 断層およひ節理の成因を力学的に明らかにするために,」1二断層tnormaifault),逆断層
 (thnlsti'乳u]t)むよび横ズレ断層(wrcnchfault)の発生機構に関するAnderson
 の理論,むよび平山・垣多¥,(1965〕招介によるM.耽Gzovskiiの方法により,本調査地域に発
 達する小断層の共軛性を利用し,泉層群堆積前の造構造運動に基づいて形成されたと考えられる応
 力場を復元した。その結果,最大[1:縮主応力が高角度でEあるいはW方向に位置する時の応力場が
 一次的なものであり,最大圧縮主応力軸が高角度でNあるいはS方向に位置する時の応力場が二次
 的五二ものである事が判明した。この応力場から,本地域に発達する第三系を切る断層σ)ほとんどは,
 最大圧縮主応力軸が地表面に対してほぼ鉛直方向に位置して形成された正断層であることを示し、,
 それら断層が基盤の垂直的な造構造運動によって形成された事がオ)かった。まだ,本地域が泉層群堆
 積前に上記の応力場にあったがために,本地域にむいてN-S方向の走向を有する断層に比べて,
 E-W方向の走向を有する断層が数多く発達したものと考えられる。
 上述のごとく,野外調査より,本地域の第三系を切る諸断層のほとAどは,泉層群堆積前に基盤
 の垂直的な隆起運動に基づいた断裂運動の結果生じたものであり,泉層群以前の第三系中に発達
 する節理もまた,断層と同じ原因で形成され,この要因は泉層群以後の地層にむいても作用してい
 た事が判明L.た。
 上記野外調査をもとにして,本地域に発達する断層および節理の形成機構を岩石力学的に実証す
 るために,室内実験として岩石の三軸圧縮試験を行なった。三軸圧縮試験は,ある高射圧一'卜'σ)もと
 に置かれた岩石の変形挙動を理論的に解明することを目的としたもので,地殻深部の岩石,または,
 かって深部にあった岩石は大小の差はあってもすべて高封圧の下に置かれていると考える事が出来
 る。したがって,この実験によって,高封圧下から低封圧下にわたる岩石の変形挙動をとらえる事
 は,その岩石かもっている変形様式を作った機構を明らかにする事となり,構造地質学の新しい分野
 を拓くことにもなる。
 筆者は,三軸圧縮試験機により常磐炭田に壽ける基盤岩および第三系堆積岩の物性を調べた所,
 次の様な点が明らかになった。
 L基盤岩である花崗岩むよひ角閃岩は封圧1,500bars下においてもせム断惟われめを生じ,深
 度約20Km位の封圧下にむいても断層を生じさせる事が出来る性質をもっている事が明らかに
 なった。
 2、本谷泥岩部層の泥質岩がせん断性われめを生じる限界は封圧200barsである。封rF200bars
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 は深度870mの地点に壽ける封圧にほぼ等しい。本地域小名浜付近にむいて本谷泥岩部層を切
 る断層が数多く発達し,また,同部居中には数多くの節理が発達している。これら断層むよひ
 節理が形成されるためには,その泥質岩が封圧200bars以下,すなわち,深度870m以浅に存
 在しなければならない。すなわち,本谷泥岩部層を切る断層および節理が形成されるためには,
 褶曲をうけた後,相当の厚さの地層が肖]jはくされ,同部層が封圧200bars以下,深度870m
 以浅に位置した時にのみ限られる。一方,深度870mは本谷泥岩部層の中部から高久層群最上
 位の下高久層最上部までの地層の厚さに等しい。この事は,本地域の第三系を切る断層,むよ
 ひ第三系中に発達する節理は,泉層群堆積前の造構造運動によって褶曲構造が形成された後に,
 形成された事を示し,野外調査から考えられる事柄を証明づけると同時に,これら断層沿よひ
 節理が,それ僧ど深くない所で形成されたことを示している。
 結論として,野外調査むよび三軸圧縮試験結果から,本地域の第三系中に発達する断層寿よぴ節
 理σ)ほとんどは,摺曲構造形成後,泉層群堆積前の基盤の垂直的な造構造運動の支配をうけながら,
 それほど深く左い所(870m以浅、で生じたも0)であることが明らかとなった。
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 論文審査結果の要旨
 三井忍提出の論文は「常磐炭田石城地区における地層変形機構に関する研究」と題し,本炭田第
 三系に発達する断層・節理.の形成機構および構造発達史を野外調査・室内実験の両面から解明した
 もので3章からなる。
 第一章では,基盤岩・第三系および第四系の層序を再検討して従来の区分を訂正し,層相の側方
 変化・地域的差異が第三系堆積以前に存在していたWNW-ESE走向のニッ箭・湯ノ嶽断層に支配
 されたこと,断層・節理の形成が高久層群堆積後,泉層群堆積前に起きた造構造運動によることを
 述べている。
 第二章では,断層を白坂(WNW-ESE),鳥館(ENE-WSW),原木田(E-W),井戸沢
 (NNW-SSE),田場坂(NW-SE),湯本(N-S～NNE-SSW)の6セットに分類し,
 それらの頻度・連続性、などから,その形成にあたって基盤岩中の旧断層の影響を強く受けたこと,
 および主要諸断層の性格を述べている。さらに小断層の共軛性を利用して応力場を復元した結果,
 最大圧縮主応力軸が地表面に対し,ほず鉛直方向にあり,第三系を截る断層のほとんどが基盤の垂
 直的運動によって形成された正断層であることを述べている.また,節理についてはN60。E～N
 60。W,N3げE～N3伊Wの2方向に走向をもつものが顕著に発達し,断層との関係からその形成に
 あたって基盤構造に支配されたことを明らかにしている。
 第三章では,基盤岩および第三系の主要岩石についておこなった三軸圧縮試験の結果から,断層・
 節理の形成機構を岩石力学的に解明した点を述べている。特に本谷泥岩部層について,それを載る
 断層・節理が形成きれた時の封圧・深度を考察し,後者の値が本部層の中部から高久層群最上部迄
 の厚さにほず等しいことから,それらが高久層群堆積後,泉層群堆積前の造構造運動による地層の
 褶曲に引続いて形成されたことを実証した。
 本研究は実験的に得られた封圧下における諸岩石の変形の挙動にもとづき,断層・節理の形成機
 構を明らかにすると共に,従来層位学的立場から推論されていた構造発達の過程を実証することに
 成功した点が高く評価され,構造地質学の分野に貢献するところが甚だ大である。
 よって,三井忍提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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